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師
走

Ｎ Ｏ １ ４ ７

～
心
は
永
遠
に
十
三
夜
～

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
誠
に
美
し
ゅ
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
近
頃
は
毎
日
の
よ
う
に
月
見
で
の
一
献

の
盃
を
京
都
で
傾
け
て
お
り
ま
す
。

住
ま
い
す
る
近
く
の
山
の
稜
線
が
ふ
っ
と
明
る

く
な
り
、
刻
々
と
明
る
さ
を
増
し
て
ゆ
く
さ
ま
に

つ
い
つ
ら
れ
て
一
献
の
時
を
重
ね
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

昼
間
の
趣
と
は
、
ま
た
一
味
も
二
味
も
違
う
風

情
に
ご
ざ
い
ま
す
。
一
服
の
茶
に
勝
る
と
も
劣
ら

ぬ
ひ
と
と
き
に
酔
い
、
か
く
し
て
気
が
つ
い
て
み

ま
す
と
、
夜
毎
月
見
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

京
都
と
い
う
地
の
大
原
近
く
、
八
瀬
の
山

麓

や
ま
ふ
と
こ
ろ

に
抱
か
れ
て
の
月
の
出
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
の

こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

今
月
は
火
星
の
お
と
も
ま
で
付
き
添
っ
て
、
雲

ま
で
が
た
と
え
よ
う
も
な
き
風
情
に
て
、
し
み
じ

み
と
味
わ
っ
た
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ

十
三
夜
、
中
秋
の
名
月
を
愛
で
る
風
習
は
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
が
、
一
月
後
の
後
の
月
を

愛
で
る
の
は
、
日
本
人
の
美
意
識
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
の
よ
う
で
す
。

十
五
夜
の
望
月
よ
り
は
少
～
し
控
え
目
と
申
し

ま
し
ょ
う
か
、
は
に
か
み
や
の
感
じ
の
す
る
月
の

よ
う
に
思
え
ま
す
。
（
こ
の
便
り
を
書
き
上
げ
な
い

内
に
十
三
夜
と
な
り
ま
し
た
）
…
と
云
う
わ
け
で
、

今
年
の
は
に
か
み
や
さ
ん
に
は
、
南
紀
白
浜
に
て

出
会
い
ま
し
た
。

白
砂
の
海
辺
に
て
の
十
三
夜
、
ま
こ
と
に
世
界

中
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
中
の
ま
っ
た
だ

な
か
に
あ
り
て
も
、
末
期
癌
の
痛
み
と
戦
っ
て
い

る
掛
け
替
え
の
な
き
友
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な

く
と
も
、
心
痛
む
こ
と

暇

な
き
日
々
に
ご
ざ
い

い
と
ま

ま
す
が
、
束
の
間
の
一
瞬
一
瞬
の
美
し
さ
に
ハ
ッ

と
心
寄
せ
て
は
、
そ
の
は
か
な
げ
な
十
三
夜
の
美

し
さ
に
涙
し
ま
す
。

望
月
と
は
違
っ
た
、
人
間
の
不
完
全
さ
を
象
徴

す
る
よ
う
な
十
三
夜
の
月
に
心
惹
か
れ
ま
す

「
心
は
永
遠
に
十
三
夜
」
と
は
ど
な
た
が
云
っ

た
言
葉
で
し
ょ
う
か
、
月
に
照
ら
さ
れ
る
白
浜
の

潮
騒
の
音
を
聴
き
な
が
ら
、
千
年
一
日
の
ご
と
く

、
さ
ら
さ
ら
と
寄
せ
て
は
返
す
波
も
ま
た
、
日
常

そ
の
も
の
、
こ
の
世
の
不
浄
も
理
不
尽
も
無
情
な

現
実
を
も
さ
ら
さ
ら
と
日
常
に
飲
み
込
ま
れ
て
い

く
よ
う
な
こ
こ
ち
し
て
、
子
供
の
頃
か
ら
海
辺
に

育
っ
た
私
は
、
こ
の
満
ち
た
り
引
い
た
り
す
る
波

が
不
思
議
で
じ
っ
と
見
て
い
た
も
の
で
す
。
大
き

く
な
っ
て
そ
れ
が
月
に
よ
る
引
力
の
現
象
だ
と
解

っ
て
か
ら
は
、
一
層
の
神
秘
さ
に
涙
し
た
も
の
で

す
。今

月
は
多
忙
余
儀
な
く
、
右
往
左
往
し
て
迎
え
、

ペ
ン
を
走
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、
無
情
さ
の
追
い

打
ち
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
と
う
と
う
癌
と
戦
っ

て
く
れ
て
い
た
友
は
今
朝
方
力
尽
き
、
帰
ら
ぬ
人

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
見
舞
い
も
お
別
れ
も
云
え

ず
じ
ま
い
、
抗
癌
剤
の
た
め
、
味
覚
も
な
く
な
り



吐
き
気
の
治
ら
ぬ
ま
ま
、
告
知
さ
れ
て
か
ら
僅
か

四
ヶ
月
足
ら
ず
で
す
。

毎
月
、
京
都
教
室
に
無
農
薬
野
菜
を
ど
っ
さ
り

送
り
続
け
て
く
れ
た
友
、
つ
い
こ
の
間
の
八
月
ま

で
は
元
気
で
送
っ
て
く
れ
て
い
た
Ｓ
さ
ん
、
貴
女

と
の
出
逢
い
も
二
十
五
年
前
、
乳
癌
か
ら
無
事
生

還
な
さ
っ
た
方
々
の
お
祝
い
の
会
を
御
自
宅
で
な

さ
り
た
い
と
の
依
頼
を
受
け
、
出
張
料
理
を
さ
せ

て
頂
い
た
の
が
御
縁
で
し
た
ね
。

そ
の
折
の
十
名
ほ
ど
の
生
還
者
の
皆
様
の
中
で

自
分
が
一
番
重
く
、
五
年
以
内
再
発
度
が
高
い
と

云
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
ら

よ
い
か
…
と
御
相
談
を
受
け
、
私
は
そ
の
と
き
、

確
か
な
も
の
を
口
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
自
給
自

足
し
か
な
い
か
も
…
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
桃
源
郷

の
よ
う
な
山
畑
に
心
あ
た
り
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

こ
に
御
夫
妻
が
住
ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
共
に

土
と
語
り
、
水
と
語
り
、
私
に
と
っ
て
も
こ
の
桃

源
郷
は
豊
か
な
至
福
の
時
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠
に
お
人
と
の

縁

と
は
不
思
議
な
も
の
に
ご

え
に
し

ざ
い
ま
す
。

人
は
悲
し
み
を
抱
き
な
が
ら
も
笑
顔
を
保
ち
、

月
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

追
伸

今
日
は
栃
木
の
仕
事
を
終
え
、
三
時
に
帰
宅
、
着
物

を
作
務
衣
に
着
替
え
、
休
ま
ず
ま
た
、
一
時
間
ほ
ど
か

け
て
、
桃
源
郷
で
あ
る
山
畑
ま
で
行
き
、
辿
り
つ
い
た

と
き
、
御
主
人
が
病
院
か
ら
帰
宅
さ
れ
た
ば
か
り
、
進

行
の
早
い
特
殊
な
癌
で
あ
っ
た
た
め
、
検
体
の
た
め
の

時
間
が
か
か
り
、
今
終
わ
っ
て
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
だ
と
、

彼
も
ま
た
車
か
ら
降
り
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
余
り
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
私
の
出
現
に
、
す
ご
い
イ
ン
ス
ビ
レ
ー
シ

ョ
ン
…
と
驚
い
て
お
ら
れ
た
。
そ
う
、
な
ぜ
か
今
日
一

日
、
彼
女
と
ず
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
運
転
し
て
、

と
ん
に
か
く
畑
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
た
の
で
す
。

ど
ん
な
と
き
も
笑
顔
を
忘
れ
な
か
っ
た
Ｓ
さ
ん
、
両

方
の
御
両
親
の
介
護
を
終
へ
、
や
っ
と
少
し
自
分
の
時

間
が
で
き
た
ば
か
り
の
Ｓ
さ
ん
、
計
り
知
れ
な
い
真
心

と
誠
実
の
固
ま
り
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
Ｓ
さ
ん
、
貴

女
か
ら
賜
っ
た
真
心
を
お
人
の
中
に
お
返
し
し
て
い
く

作
業
の
始
ま
り
で
す
。
言
葉
で
尽
く
せ
ぬ
御
恩
あ
る
方

が
、
ま
た
一
人
、
振
り
向
い
て
も
姿
が
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
。

各
種
教
室
の
予
定

吉
例
お
節
料
理
教
室
（
東
金
）

十
二
月
二
十
五
日
（
金
）
～

三
十
日
（
水
）

単
発
参
加
者

三
千
円

三
日
以
上
参
加
者
一
律
一
万
円

年
の
瀬
恒
例
と
な
り
ま
し
た
お
節
料
理

教
室
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
施
し
な
が
ら
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
毎
日
種
々

の
料
理
を
作
り
ま
す
。

研
修
者
に
は
実
費
に
て
作
品
を
お
持
ち

帰
り
頂
け
ま
す
。

詳
細
は
別
紙
に
て
。



東
金
教
室

師
走
茶
事
（
夜
咄
）

十
二
月
十
三
日
（
日
）

十
二
月
十
四
日
（
月
）

十
二
月
十
五
日
（
火
）

席
入

午
後
五
時

実
習
生

午
前
十
一
時
半

説
明
・
昼
食
後
、
実
習

大
網
駅
迎
え

午
前
十
一
時

睦
月
茶
事
（
初
釜
）

一
月
十
一
日
（
月
：
祝
）

一
月
十
二
日
（
火
）

一
月
十
三
日
（
水
）

※
京
都
教
室
の
関
係
か
ら
、
月
～
水

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
曜
レ
ギ
ュ

ラ
ー
の
方
は
御
注
意
く
だ
さ
い
。

開

始

午
前
九
時

席

入

正
午

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
単
発
参
加
者
）

夜
咄
は
小
灯
料

二
千
円
追
加
で
す

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
で

参
加
で
き
ま
す
。

○
宿
泊
希
望
者
は
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

七
名
ま
で
一
泊
二
千
円
で
す
。

京
都
教
室

八
瀬
の
ま
な
び
や

引
き
続
き
余
慶
庵

十
一
月
二
十
七
日
（
金
）
～

十
二
月
十
日(

木)

の
間
在
京
し
ま
す
。

八
瀬
の
ま
な
び
や

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
準
備

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
大
皿
盛
料
理

十
一
月
三
十
日
（
月
）
大
皿
盛
料
理

十
二
月
一
日
（
火
）

午
前
十
時
～
正
午

利
休
会
記

正
午
～
午
後
三
時

再
現
料
理
昼
食

夜
間
講
座

午
後
六
時
半

再
現
料
理
夕
食

午
後
七
時
～
九
時

利
休
会
記

瑞
峯
院

余
慶
庵

夜
咄
茶
事

十
二
月
五
日
（
土
）
午
前
準
備

午
後
料
理
実
習

十
二
月
六
日
（
日
）
夜
咄
茶
事

十
二
月
七
日
（
月
）
夜
咄
茶
事

十
二
月
八
日
（
火
）
夜
咄
茶
事

三
日
間
共

席
入

午
後
五
時

研
修
者
午
後
一
時
～
午
後
九
時

十
二
月
九
日
（
水
）

午
前
九
時
～
正
午

後
片
付
け

瑞
峯
院

余
慶
庵

初
釜

一
月
六
日
（
水
）

午
前
準
備

午
後
料
理
実
習

一
月
七
日
（
木
）

一
月
八
日
（
金
）

一
月
九
日
（
土
）

三
日
間
共

席
入

正
午

研
修
者

午
前
九
時

大
徳
寺

茶
事
教
室
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
三
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
十
二
月
は
、
小
灯
料
二
千
円
を

加
算
い
た
し
ま
す
。

※
連
日
参
加
者
の
会
費
に
つ
い
て
、

一
日
分
は
正
規
の
会
費
、
他
の
日
は

一
日
五
千
円
の
研
修
費
と
な
り
ま
す
。



※
八
瀬
の
ま
な
び
や
の
宿
泊
費

（
一
日
あ
た
り
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー

二
千
円

そ
の
他

三
千
円

※
食
費
と
し
て
千
円
の
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

目
黒
・
羅
漢
寺

十
二
月
十
九
日
（
第
三
土
曜
）

一
月
十
六
日
（
第
三
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

柏
泉
亭
（
柏
グ
ル
ー
プ
）

十
二
月
十
六
日(

第
三
水
曜)

一
月
二
十
日(

第
三
水
曜)

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

年
間
行
事
計
画
は
次
号
に
て

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

十
二
月
十
七
日(

第
三
木
曜)

一
月
二
十
一
日(

第
三
木
曜)

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

初

日
・
旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

二
日
目
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
二
月
二
十
日(

第
三
日
曜
と
そ
の
続
き)

十
二
月
二
十
一
日
（
第
三
月
曜
）

一
月
十
七
日(

第
三
日
曜)

一
月
十
八
日(

第
三
月
曜)

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

※
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
お
さ
ま
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
御
自
分
の
体
調
、
家
族
の

状
況
な
ど
お
考
え
い
た
だ
き
、
御
参
加

を
御
願
い
し
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
防
止
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

万
一
、
体
調
不
良
の
場
合
は
、
参
加
を

御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
係

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
講
演

十
二
月
十
日(

木)

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
梅
田
教
室

＋
オ
ン
ラ
イ
ン

演
題
：
一
期
一
会
の
お
も
て
な
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
再
放
送
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
反
響
が
大
き
く
、
再
放
送
が

決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
深
謝

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
文
化
講
座

一
月
二
十
四
日
（
日
）

午
後
九
時
～
午
後
十
時

二
月
六
日
（
土
）

午
前
六
時
～
午
前
七
時

ド
イ
ツ
の
旅
日
本
語
版

十
二
月
二
十
九
日
（
火
）

午
前
十
一
時
か
ら

Ｂ
Ｓ
１
に
て



コ
ロ
ナ
対
策
の
て
だ
て
と
し
て

抹
茶
の
お
す
す
め

．

．

．

．

そ
の
昔
、
茶
の
木
は
南
方
の
嘉
木
と
呼

ば
れ
て
い
て
（
茶
経
：
編
集
子
注
）
、
日
本

の
京
都
や
宇
治
周
辺
の
寒
さ
の
中
で
育
て

る
の
は
な
か
な
か
苦
労
の
い
る
こ
と
で
は

な
か
っ
た
か
…
と
想
像
い
た
し
ま
す
。
そ

う
し
て
長
い
年
月
を
費
や
し
て
耐
寒
性
の

強
い
茶
の
木
を
日
本
は
育
て
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
。
そ
れ
ゆ
え
に
寒
さ
に
強
い
、

風
邪
予
防
に
は
ウ
イ
ル
ス
へ
の
殺
菌
力
の

効
果
を
も
含
め
、
常
飲
を
お
薦
め
し
ま
す
。

わ
が
狭
庭
も
茶
樹
は
一
本
植
え
て
あ
り

ま
す
が
、
根
が
深
く
、
土
の
力
を
ぐ
っ
と

吸
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
解
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
三
十
年
の
間
に
地
上
に
出
て
い

る
茶
樹
の
高
さ
は
余
り
変
わ
っ
て
い
な
い

の
で
す
か
ら
。

茶
は
、
も
と
も
と
薬
湯
と
し
て
中
国
か

ら
渡
っ
て
き
た
も
の
。
根
が
深
く
岩
を
も

砕
く
力
を
養
い
、
土
の
力
を
吸
い
上
げ
る

力
の
あ
る
茶
の
木
、
抹
茶
は
生
命
素
そ
の

も
の
で
す
。

も
っ
と
身
近
に
気
軽
く
、
テ
ィ
ー
ス
プ

ー
ン
で
一
匙
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
に
、
お
出
か

け
前
の
毎
朝
の
習
慣
に
し
て
頂
け
た
ら
、

嬉
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
一
か
け
を
抹
茶
に
添
え
て
、

紅
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
感
覚
で
お
抹
茶
を
！

鶴
の
茶
寮
で
は
、
次
世
代
に
確
か
な
も

の
を
継
げ
て
い
く
若
者
達
を
応
援
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

当
庵
に
は
、
代
々
続
い
た
茶
園
を
引
き

継
い
で
、
無
肥
料
・
無
農
薬
の
お
茶
を
育

て
て
い
る
若
者
達
が
二
グ
ル
ー
プ
お
り
ま

す
。そ

の
抹
茶
は
京
都
・
東
金
の
当
茶
寮
で

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
御
年
賀

な
ど
に
、
十
個
以
上
御
注
文
の
方
は
、
直

接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

両
家
と
も
抹
茶
の
他
に
紅
茶
、
ほ
う
じ

茶
、
玉
露
な
ど
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
も
販
売

し
て
お
り
ま
す
。

○
吉
祥
苑

中
村
瑛

〒
６
０
１
ー
８
３
３
２

京
都
市
南
区
吉
祥
院
高
畑
町
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
０
・
１
５
８
５
・
３
０
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
５
・
６
８
１
・
７
６
１
２

代
々
続
い
た
宇
治
の
茶
園
を
引
き
つ
い

で
無
肥
料
、
無
農
薬
の
お
茶
を
育
て
て

い
ま
す
。

そ
の
抹
茶
は
、
土
そ
の
も
の
の
力
だ
け

を
吸
い
上
げ
て
、
ほ
ど
良
い
味
に
育
つ

ま
で
、
四
・
五
年
を
費
や
し
て
の
作
品

で
す
。
ま
だ
、
抹
茶
と
し
て
は
薄
茶
だ

け
の
試
み
で
す
が
、
三
十
グ
ラ
ム
入
り
、

税
込
み
千
五
百
円
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
。

○
悠
三
堂

〒
６
３
２
ー
０
２
３
１

奈
良
県
奈
良
市
都
祁
吐
山
町
９
２
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
０
・
３
５
５
７
・
９
０
５
９

こ
ち
ら
も
茶
苑
を
引
き
継
い
で
頑
張
っ

て
お
り
、
無
肥
料
・
無
農
薬
で
の
作
品

作
り
に
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
ネ
ッ
ト
で
も
検
索
で
き
ま
す
の
で
、

御
参
照
く
だ
さ
い
。



２５日（金） ２６日(土） ２７日(日） ２８日（月） ２９日(火） ３０日（水）

①栗金団 ①合鴨ロース ①織部椎茸 ①織部椎茸 ①織部椎茸 重詰作業

②五万目 ②鶏松風
②紅白ねじり梅
　その他

②紅白ねじり梅
　その他

②紅白ねじり梅
　その他

③紅白なます ③平目の求肥 ③海老鬼殻焼 ③海老鬼殻焼 ③海老鬼殻焼

④手綱なます ④鰊昆布巻

⑤鰆西京焼 ⑤黒豆

⑥野菜のむきもの ⑥サーモン砧

⑦数の子西京漬
⑦サーモン燻製
手鞠

⑧伊達巻

⑨〆鯖

令和２年末おせち料理製作教室（鶴の茶寮）

更に更なる美しさと美味しさとを追いもとめて、おせちに平安な一年を祈念して、
仕上げてまいりたいと思います！！
おせち申込は、ファクスにて鶴の茶寮まで、２０日までにお願いします。
限定１０個のみとなります。　三段重　４０，０００円（宅配便の冷蔵送り、着払いで
す）
会員価格は三段重　３５，０００円です。
研修費は、１日　２，０００円。全日参加者は１０，０００円。
研修者には実費にて品物をお分けいたします。
（全品揃いの場合は、上記３５，０００円の品物となります）
御都合のよろし日時にて自由参加できます。
参加希望者は、ファクス又は携帯に御連絡を
ファクス　０４７５－５４－２５１８　携帯　０９０－９００１－１１３４
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